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【手続補正書】
【提出日】平成25年7月4日(2013.7.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ポリ－Ｌ－乳酸とポリ－Ｄ－乳酸を混合して、ステレオコンプレックス形成率（Ｓｃ）が
３０％以下、重量平均分子量が１．８万以下となる混合物とし、当該混合物を固相重合す
ることを特徴とするポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
【請求項２】
混合物のステレオコンプレックス形成率（Ｓｃ）が１５％以下、５％以上であることを特
徴とする請求項１に記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
【請求項３】
ポリ－Ｌ－乳酸とポリ－Ｄ－乳酸との混合比が７０：３０～３０：７０であることを特徴
とする請求項１～２のいずれかに記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
【請求項４】
非晶状態のポリ－Ｌ－乳酸と結晶状態のポリ－Ｄ－乳酸、または、非晶状態のポリ－Ｄ－
乳酸と結晶状態のポリ－Ｌ－乳酸を混合することを特徴とする請求項１～３のいずれかに
記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。 
【請求項５】
混合物の結晶化に基づく結晶化熱量ΔＨｃ（Ｊ／ｇ）が下記式（１）を満たすことを特徴
とする請求項４に記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
１０×Ｃａ／１００（Ｊ／ｇ）＜ΔＨｃ＜５０×Ｃａ／１００（Ｊ／ｇ） （１）
ΔＨｃ：ポリ－Ｌ－乳酸単独およびポリ－Ｄ－乳酸単独の結晶化に基づく結晶化熱量（Ｊ
／ｇ）
Ｃａ：全ポリ乳酸に占める非晶状態のポリ乳酸の含有率（％）
【請求項６】
非晶状態のポリ－Ｌ－乳酸と結晶状態のポリ－Ｄ－乳酸の粉体を混合、または、非晶状態
のポリ－Ｄ－乳酸と結晶状態のポリ－Ｌ－乳酸の粉体を混合することを特徴とする請求項
４または５に記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
【請求項７】
非晶状態のポリ－Ｌ－乳酸の粉体と結晶状態のポリ－Ｄ－乳酸の粉体を混合、または、非
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晶状態のポリ－Ｄ－乳酸の粉体と結晶状態のポリ－Ｌ－乳酸の粉体を混合することを特徴
とする請求項４または５に記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
【請求項８】
結晶状態のポリ－Ｌ－乳酸と結晶状態のポリ－Ｄ－乳酸を混合することを特徴とする請求
項１～３のいずれかに記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
【請求項９】
混合物の結晶化に基づく結晶化熱量ΔＨｃ（Ｊ／ｇ）が下記式（２）を満たすことを特徴
とする請求項８に記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
ΔＨｃ＜５（Ｊ／ｇ） （２）
ΔＨｃ：ポリ－Ｌ－乳酸単独およびポリ－Ｄ－乳酸単独の結晶化に基づく結晶化熱量（Ｊ
／ｇ）
【請求項１０】
結晶状態のポリ－Ｌ－乳酸の粉体と結晶状態のポリ－Ｄ－乳酸の粉体を混合することを特
徴とする請求項８または９に記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
【請求項１１】
非晶状態のポリ－Ｌ－乳酸と非晶状態のポリ－Ｄ－乳酸を混合することを特徴とする請求
項１～３のいずれかに記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
【請求項１２】
混合物の結晶化熱量ΔＨｃ（Ｊ／ｇ）が下記式（３）を満たすことを特徴とする請求項１
１に記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
１０（Ｊ／ｇ）＜ΔＨｃ （３）
ΔＨｃ：ポリ－Ｌ－乳酸単独およびポリ－Ｄ－乳酸単独の結晶化に基づく結晶化熱量（Ｊ
／ｇ）
【請求項１３】
下記式（４）で表される温度範囲Ｔで混合することを特徴とする請求項１１または１２に
記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
Ｔｇｓ≦Ｔ＜Ｔｍ （４）
Ｔｇｓ：ポリ－Ｌ－乳酸およびポリ－Ｄ－乳酸のガラス転移温度の中で、一番低いガラス
転移温度。
Ｔｍ：ポリ－Ｌ－乳酸およびポリ－Ｄ－乳酸の融点の中で、一番低いポリ乳酸の融点。
【請求項１４】
非晶状態のポリ－Ｌ－乳酸の粉体と非晶状態のポリ－Ｄ－乳酸の粉体を混合することを特
徴とする請求項１１～１３のいずれかに記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
【請求項１５】
得られるポリ乳酸ブロック共重合体の重量平均分子量が１０万以上であり、ステレオコン
プレックス形成率（Ｓｃ）が７５～１００％であることを特徴とする請求項１～１４のい
ずれかに記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　すなわち、
１．ポリ－Ｌ－乳酸とポリ－Ｄ－乳酸を混合して、ステレオコンプレックス形成率（Ｓｃ
）が３０％以下、重量平均分子量が１．８万以下となる混合物とし、当該混合物を固相重
合することを特徴とするポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
２．混合物のステレオコンプレックス形成率（Ｓｃ）が１５％以下、５％以上であること
を特徴とする１に記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
３．ポリ－Ｌ－乳酸とポリ－Ｄ－乳酸との混合比が７０：３０～３０：７０であることを
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特徴とする１～２のいずれかに記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
４．非晶状態のポリ－Ｌ－乳酸と結晶状態のポリ－Ｄ－乳酸、または、非晶状態のポリ－
Ｄ－乳酸と結晶状態のポリ－Ｌ－乳酸を混合することを特徴とする１～３のいずれかに記
載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。 
５．混合物の結晶化に基づく結晶化熱量ΔＨｃ（Ｊ／ｇ）が下記式（１）を満たすことを
特徴とする４に記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
１０×Ｃａ／１００（Ｊ／ｇ）＜ΔＨｃ＜５０×Ｃａ／１００（Ｊ／ｇ） （１）
ΔＨｃ：ポリ－Ｌ－乳酸単独およびポリ－Ｄ－乳酸単独の結晶化に基づく結晶化熱量（Ｊ
／ｇ）
Ｃａ：全ポリ乳酸に占める非晶状態のポリ乳酸の含有率（％）
６．非晶状態のポリ－Ｌ－乳酸と結晶状態のポリ－Ｄ－乳酸の粉体を混合、または、非晶
状態のポリ－Ｄ－乳酸と結晶状態のポリ－Ｌ－乳酸の粉体を混合することを特徴とする４
または５に記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
７．非晶状態のポリ－Ｌ－乳酸の粉体と結晶状態のポリ－Ｄ－乳酸の粉体を混合、または
、非晶状態のポリ－Ｄ－乳酸の粉体と結晶状態のポリ－Ｌ－乳酸の粉体を混合することを
特徴とする４または５に記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
８．結晶状態のポリ－Ｌ－乳酸と結晶状態のポリ－Ｄ－乳酸を混合することを特徴とする
１～３のいずれかに記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
９．混合物の結晶化に基づく結晶化熱量ΔＨｃ（Ｊ／ｇ）が下記式（２）を満たすことを
特徴とする８に記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
ΔＨｃ＜５（Ｊ／ｇ） （２）
ΔＨｃ：ポリ－Ｌ－乳酸単独およびポリ－Ｄ－乳酸単独の結晶化に基づく結晶化熱量（Ｊ
／ｇ）
１０．結晶状態のポリ－Ｌ－乳酸の粉体と結晶状態のポリ－Ｄ－乳酸の粉体を混合するこ
とを特徴とする８または９に記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
１１．非晶状態のポリ－Ｌ－乳酸と非晶状態のポリ－Ｄ－乳酸を混合することを特徴とす
る１～３のいずれかに記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
１２．混合物の結晶化熱量ΔＨｃ（Ｊ／ｇ）が下記式（３）を満たすことを特徴とする１
１に記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
１０（Ｊ／ｇ）＜ΔＨｃ （３）
ΔＨｃ：ポリ－Ｌ－乳酸単独およびポリ－Ｄ－乳酸単独の結晶化に基づく結晶化熱量（Ｊ
／ｇ）
１３．下記式（４）で表される温度範囲Ｔで混合することを特徴とする１１または１２に
記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
Ｔｇｓ≦Ｔ＜Ｔｍ （４）
Ｔｇｓ：ポリ－Ｌ－乳酸およびポリ－Ｄ－乳酸のガラス転移温度の中で、一番低いガラス
転移温度。
Ｔｍ：ポリ－Ｌ－乳酸およびポリ－Ｄ－乳酸の融点の中で、一番低いポリ乳酸の融点。
１４．非晶状態のポリ－Ｌ－乳酸の粉体と非晶状態のポリ－Ｄ－乳酸の粉体を混合するこ
とを特徴とする１１～１３のいずれかに記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
１５．得られるポリ乳酸ブロック共重合体の重量平均分子量が１０万以上であり、ステレ
オコンプレックス形成率（Ｓｃ）が７５～１００％であることを特徴とする１～１４のい
ずれかに記載のポリ乳酸ブロック共重合体の製造方法。
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